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町
政
運
営
の

目
標
並
び
に
方
針

　
町
政
運
営
の
目
標
並
び
に
方
針
は
、

「
人
」
と
い
う
１
文
字
で
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
人
を

「
増
や
す
」、「
育
て
る
」、「
守
る
」、「
元

気
に
す
る
」、
そ
し
て
町
民
の
皆
様
の
力

や
知
恵
を
生
か
し
た
「
共
生
の
社
会
」
を

構
築
す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
、
こ
の
５

つ
を
基
本
目
標
に
、
残
さ
れ
た
課
題
を
含

め
、
新
た
な
施
策
を
一
つ
一
つ
着
実
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
の
推
進
に
総
合
的
に

取
り
組
む
た
め
、
人
口
の
現
状
分
析
と
将

来
の
展
望
を
提
示
す
る
「
地
方
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
安
定

雇
用
や
地
方
へ
の
人
の
流
れ
、
結
婚
、
出

産
、
子
育
て
、
そ
し
て
地
域
づ
く
り
な
ど

を
基
本
目
標
に
、
今
後
５
か
年
の
方
向
性

を
具
体
的
に
ま
と
め
た
「
上
牧
町
総
合
戦

略
」
と
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
な
方
針
を
定
め
る
「
第
５
次
上
牧
町

総
合
計
画
」
の
策
定
を
進
め
、「
未
来
の

上
牧
町
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
人
に
や
さ
し
く
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域

社
会
の
創
造
」

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
健
康
で

安
心
し
て
、い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
は
、

町
民
皆
様
に
共
通
す
る
願
い
で
あ
り
、
最

も
身
近
な
基
礎
自
治
体
で
あ
る
町
の
役
割

の
原
点
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
原
点
を

追
求
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
使
命
で
あ
る

と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
今
後
も
昨
年

度
と
同
様
に
引
き
続
き
、
医
療
、
福
祉
、

子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、
防
災
・
減
災
対

策
、
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、
町
民
の
皆

様
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と
暮
ら
し
の
充

実
を
最
優
先
と
し
た
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

「
将
来
を
見
据
え
た
町
経
営
」

　
わ
が
国
が
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の

局
面
を
迎
え
て
い
る
な
か
、
本
町
に
お
き

ま
し
て
も
、
将
来
推
計
人
口
で
は
、
今

後
、
人
口
減
少
に
転
じ
、
少
子
高
齢
化
が

急
速
に
進
行
す
る
と
予
測
し
て
お
り
、
人

口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
町

経
営
に
迅
速
に
取
り
組
む
必
要
が
ご
ざ
い

ま
す
。

第
1
回
定
例
会（
平
成
28
年
3
月
4
日
）で
、
今
中
町
長
が
平
成
28

年
度
の
予
算
を
編
成
す
る
に
あ
た
り
、
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、「
上
牧
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
、
教
育
・
子
育
て
環
境
の
整
備
、
若
者

世
帯
が
手
軽
に
住
め
る
住
環
境
の
整
備
、

連
携
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
な
ど
の
施
策

を
重
点
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
信
頼
と
連
携
を
深
め
る
町
政
運
営
」

　
地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
伴
い
、
国
や

県
か
ら
の
事
務
、
権
限
の
移
譲
が
進
め
ら

れ
る
な
ど
、
町
と
し
て
の
責
任
が
今
ま
で

以
上
に
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
適
正
か
つ
効

果
的
な
事
務
事
業
の
執
行
に
努
め
、公
平
、

公
正
で
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
皆
様
の
信

頼
や
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
に
あ

り
ま
し
て
も
、
今
ま
で
以
上
に
町
民
生
活

に
直
結
す
る
施
策
の
充
実
を
図
り
、
町
と

し
て
の
成
長
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、

町
民
、
関
係
機
関
、
企
業
、
議
員
の
皆
様

と
連
携
、
協
力
を
一
層
深
め
、
と
も
に
力

を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
政
へ
の
ご
理
解

を
更
に
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
発

信
や
協
働
の
推
進
、
参
画
を
促
進
す
る
た

め
の
取
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

重
点
施
策
と
主
な
取
り
組
み

「
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
、
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
暮
ら
し
に
お
け
る
安
全
確
保
に
つ
き
ま

し
て
は
、
防
災
や
衛
生
上
の
観
点
な
ど
、

様
々
な
面
で
町
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
空
き
家
問
題
に
対
し
て
、「
空
家

等
対
策
計
画
」
に
基
づ
く
適
正
管
理
の
促

進
や
流
通
支
援
な
ど
本
町
独
自
の
施
策
を

行
う
ほ
か
、
防
犯
対
策
と
し
て
大
き
な
効

果
が
あ
る
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
つ

つ
、
地
域
へ
の
設
置
を
継
続
し
て
促
進
し

て
い
き
ま
す
。

将
来
を
担
う
世
代
の
健
や
か
な
成
長
と
豊

か
な
心
を
育
む
環
境
づ
く
り

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
妊
娠
、
出
産
か
ら

子
育
て
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
施
策
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
上
牧
町
教
育
大
綱
」に
基
づ
き
、

子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
思
い

や
る
心
を
育
む
た
め
、
学
校
教
育
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
健
や
か
な
成
長
を
社

会
全
体
で
見
守
り
、
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
不
妊
・
不
育
治
療
に
お
け
る
経
済
的
、

精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
夫
婦
の

不
妊
・
不
育
治
療
を
含
め
た
助
成
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

　
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
抱
え
る
課
題
が
複
雑
化
し
て
い
る
な

か
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
た
め
、
児
童
支

援
専
任
教
諭
の
配
置
、
ま
た
学
習
支
援
強

化
の
た
め
、
放
課
後
に
学
習
支
援
員
を
配

置
し
て
放
課
後
学
習
を
実
施
し
、
児
童
の

学
力
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て
、
快

適
な
学
校
・
幼
稚
園
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
校

舎
や
ト
イ
レ
の
改
修
の
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

文
化
財
に
つ
い
て

　
上
牧
町
の
宝
で
も
あ
り
ま
す
久
渡
古
墳

群
は
、
全
て
の
発
掘
は
終
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、そ
の
進
捗
状
況
と
併
せ
な
が
ら
、

付
近
住
民
の
方
々
の
声
を
聞
き
、
生
活
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
に
史
跡
公
園
計
画
と

整
備
、
広
報
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
片
岡
城
跡
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ど
の

よ
う
な
保
存
と
活
用
が
あ
る
の
か
も
広
く

声
を
聞
き
な
が
ら
研
究
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
全
で
災
害
に
強
い
都
市
基
盤
の
整
備

　
道
路
や
橋
梁
な
ど
の
予
防
安
全
的
な
維

持
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
道
路

網
の
安
全
性
と
信
頼
性
を
確
保
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
老
朽
化
が
進
む
下
水
道
管
に
つ
き
ま
し

て
は
、
耐
震
化
や
長
寿
命
化
を
進
め
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
予
算

一
般
会
計
は
、　
71
億
4
千
2
百
6
万
8
千
円

特
別
会
計
は
、　
59
億
3
千
9
百
42
万
円

水
道
事
業
会
計
は
、4
億
9
千
4
百
28
万
1
千
円

全
会
計
の
総
額
は
、135
億
7
千
576
万
9
千
円

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
町
の
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景
気

の
回
復
基
調
な
ど
を
背
景
と
し
た
町
税
収

入
等
の
要
因
は
あ
る
も
の
の
、
高
齢
化
の

進
行
や
社
会
保
障
施
策
の
充
実
な
ど
に
伴

う
扶
助
費
を
中
心
と
し
た
義
務
的
経
費
の

増
大
が
想
定
さ
れ
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
運
営
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
28
年

度
予
算
編
成
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
あ
ら

ゆ
る
事
務
事
業
を
精
査
し
な
が
ら
、
町
民

生
活
の
向
上
や
町
の
更
な
る
発
展
に
向
け

て
、
予
算
編
成
を
行
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
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町民町民
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

Chomin Hiroba

　
こ
の
た
び
の
熊
本
地
震
に
よ
り
、
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
か
た
が
た
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被

災
地
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
被
災
者
支
援
の
た
め
の
義
援
金
箱
を
次

の
と
お
り
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

▼
設
置
場
所

《
上
牧
町
役
場
１
階
住
民
課
窓
口
》

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま

で
。
閉
庁
日
は
、
土
・
日
・
祝
日
で
す
。

《
上
牧
町
役
場
片
岡
台
出
張
所
》　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
閉

庁
日
は
、
土
・
日
・
祝
日
で
す
。

《
上
牧
町
中
央
公
民
館
》

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
。
休
館
日
は
月
曜
日
で
す
。
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
の
火
曜
日
が
休

館
日
と
な
り
ま
す
。

《
２
０
０
０
年
会
館
》　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま

で
。

▼
問
合
先
　
総
務
課
　
安
全
安
心
係

　
　
　
　
　
役
場
内
線
２
２
８
番

　
町
は
、災
害
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、

公
益
財
団
法
人
奈
良
県
公
共
嘱
託
登
記
土

地
家
屋
調
査
士
協
会
と
、災
害
発
生
時
に

お
け
る
被
災
等
の
応
急
対
策
及
び
災
害
復

旧
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
、基
本
協
定
書

締
結
式
が
3
月
24
日
上
牧
町
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。県
内
初
と
な
っ
た
こ
の
協
定

書
の
締
結
は
、災
害
時
に
お
け
る
被
災
家

屋
の
被
害
認
定
業
務
や
登
記
・
境
界
関
係

の
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
を
円
滑
に
行
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
、今
中
町
長

は
「
住
ん
で
お
ら
れ
る
か
た
に
安
心
感
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
北
葛
城
郡
4
町(

上
牧
町
、王
寺
町
、広

陵
町
、河
合
町)

は
、こ
の
た
び
の
熊
本
地

震
の
被
災
地
・
熊
本
県
宇
土
市
に
向
け
、

４
町
が
備
蓄
し
て
い
る
物
資
を
届
け
る
こ

と
を
決
め
、4
月
21
日
、広
陵
町
役
場
玄
関

前
で
支
援
物
資
輸
送
出
発
式
を
行
い
ま
し

た
。支
援
物
資
は
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、粉
ミ
ル
ク
や
カ
ッ
プ

麺
な
ど
１
万
１
７
３
点
。物
資
と
と
も
に

「
健
康
と
安
全
に
十
分
留
意
さ
れ
、一
日
も

早
く
復
旧
が
進
む
こ
と
を
祈
り
ま
す
」な

ど
と
書
か
れ
た
宇
土
市
長
あ
て
の
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
引
き
継
が
れ
、車
は
現
地

に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

　
上
牧
町
自
治
連
合
会
総
会
に
お
い
て
会

長
お
よ
び
副
会
長
が
選
任
さ
れ
、
ま
た
、

４
月
か
ら
さ
さ
ゆ
り
台
自
治
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。（
順
不
同
）

▼
会
　
長
　
吉
田
義
男(

片
岡
台
３
丁
目)

▼
副
会
長
　
青
木
俊
一(

三
軒
屋)

▼
副
会
長
　
呉
羽
文
彰(

桜
ヶ
丘
２
丁
目)

　
　
　
　
　
後
藤
洋
二(

服
部
台)

　
　
　
　
　
竹
田
安
茂(

五
軒
屋)

　
　
　
　
　
福
本
則
隆(

新
町)

　
　
　
　
　
青
木
弘
詞(

南
上
牧)

　
　
　
　
　
渡
邊
國
富(

松
里
園)

　
　
　
　
　
門
　
髙
三(

米
山
台)

　
　
　
　
　
渋
谷
朱
美(

滝
川
台)

　
　
　
　
　
服
部
公
英(

北
上
牧)

　
　
　
　
　
土
井
康
次(

下
牧)

　
　
　
　
　
大
田
　
勇(

金
富)

　
　
　
　
　
渡
邊
由
久(

梅
ヶ
丘)

　
　
　
　
　
今
田
　
昭(

友
が
丘)

　
　
　
　
　
池
田
純
一(

緑
ヶ
丘)

　
　
　
　
　
安
中
　
和(

片
岡
台
１
丁
目)

　
　
　
　
　
橋
本
信
貴(

片
岡
台
２
丁
目)

　
　
　
　
　
冨
田
健
治(

桜
ヶ
丘
１
丁
目)

　
　
　
　
　
西
山
英
明(

桜
ヶ
丘
３
丁
目)

　
　
　
　
　
和
田
浩
史(

葛
城
台)

　
　
　
　
　
四
宮
康
男(

プ
レ
ス
テ
ア
ー
バ
ン
西
大
和)

　
　
　
　
　
井
上
利
行(

ゆ
り
が
丘)

　
　
　
　
　
山
﨑
正
子(

さ
さ
ゆ
り
台)

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
対
す
る

義
援
金
の
受
付

災
害
時
に
お
け
る
登
記
　

相
談
業
務
な
ど
が
円
滑
に

備
蓄
物
資
、熊
本
県
宇
土
市
へ

北
葛
城
郡
４
町
が
連
携

上
牧
町
自
治
連
合
会

総
会
開
催
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町
役
場
人
事
異
動

　
町
役
場
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
課
長
補
佐
級
以
上

掲
載
。（
　
）内
は
旧
職

【
部
長
級
】

▼ 

教
育
部
長
兼
図
書
館
長
　
藤
岡
達
也

（
教
育
部
長
）

【
課
長
級
】

▼ 

保
険
年
金
課
長
　
寺
口
万
佐
代（
社
会

教
育
課
長
補
佐
）

▼ 

上
下
水
道
課
長
　
中
村
真（
会
計
管
理

者
）

【
主
幹
級
】

▼ 

上
下
水
道
課
主
幹
　
辰
巳
伸
治（
上
下

水
道
課
長
）

▼ 

中
央
公
民
館
長
　
藤
岡
伸
啓（
図
書
館

長
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼ 

環
境
課
長
補
佐
　
角
川
弘
樹（
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
係
長
）

▼ 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
　
松
井
直

彦（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
係
長
）

▼ 

上
下
水
道
課
長
補
佐
　
南
浦
伸
介（
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
）

▼ 

上
下
水
道
課
長
補
佐
　
金
崎
恭
彦（
税

務
課
係
長
）

▼ 

会
計
管
理
者
　
北
中
教
郎（
上
下
水
道

課
係
長
）

▼ 

社
会
教
育
課
長
補
佐
　
落
合
和
彦（
社

会
教
育
課
係
長
）

▼ 

社
会
教
育
課
長
補
佐
　
辻
村
純（
教
育

総
務
課
係
長
）

▼
焼
却
場
長
　
岡
下
純
生（
焼
却
場
主
任
）

第
３
回
臨
時
会
は

５
月
12
日
開
催
予
定

　
第
３
回
上
牧
町
議
会
臨
時
会
は
、
５
月

12
日（
木
）の
午
前
10
時
か
ら
開
催
予
定
で

す
。議
会
運
営
委
員
会
は
、５
月
10
日（
火
）

午
前
10
時
開
催
予
定
で
す
。

▼
問
合
先
　
議
会
事
務
局

　
☎
役
場
内
線
３
０
４
番

「
上
牧
町
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
開
催
し
ま
す

　
上
牧
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
町
の

現
状
や
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、
町
民
の
み

な
さ
ん
と
町
長
が
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
次
の
日

程
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。各
日
、

午
後
７
時
か
ら
２
時
間
程
度
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
地
区
・
と
き
・
と
こ
ろ

★
片
岡
台
地
区
　

　
５
月
14
日（
土
）　
午
後
７
時
か
ら

片
岡
台
３
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー

★
桜
ヶ
丘
地
区
　

　
５
月
21
日（
土
）　
午
後
７
時
か
ら

　
桜
ヶ
丘
老
人
憩
の
家

★
服
部
台
地
区
、
滝
川
台
地
区
　

　
６
月
４
日（
土
）　
午
後
７
時
か
ら

　
服
部
老
人
憩
の
家

★
友
が
丘
地
区
、
緑
ヶ
丘
地
区

　
６
月
５
日（
日
）　
午
後
７
時
か
ら

　
友
が
丘
公
民
館

★
米
山
台
地
区
　

　
６
月
11
日（
土
）　
午
後
７
時
か
ら

　
米
山
台
公
民
館

★
金
富
地
区
、
梅
ヶ
丘
地
区

　
６
月
12
日（
日
）　
午
後
７
時
か
ら

　
梅
ヶ
丘
老
人
憩
の
家

※ 
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
会
場
の
都

合
上
、
対
象
地
区
を
設
定
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
町
民
の
か
た
な

ら
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
当
日
お
住
ま
い
の
地
区
の
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
で
き
な
い
か

た
は
、
他
の
地
区
の
開
催
日
に
参
加
い

た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

６
月
13
日
以
降
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第

広
報
「
か
ん
ま
き
」
６
月
号
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
先
　
政
策
調
整
課

　
☎
役
場
内
線
２
９
８
番

ご
み
中
継
施
設
の
建
設
が

始
ま
り
ま
し
た

　
昭
和
46
年
に
稼
働
を
開
始
し
た
現
在
の

塵
芥
焼
却
場
は
、
既
に
44
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
著
し
く
、
今
後
も
適
正
な
ご
み

処
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
ご
み
処
理
問

題
特
別
委
員
会
等
で
協
議
を
重
ね
た
結

果
、
本
年
度
中
に
、
現
焼
却
場
の
操
業
を

停
止
し
、
町
の
廃
棄
物
処
理
を
民
間
に
委

託
す
る
た
め
の
「
ご
み
中
継
施
設
」
が
、

上
牧
１
７
１
８
番
地
１
で
、
４
月
か
ら
建

設
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
周
辺
自
治
会
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
竣
工
は
、
10
月
31
日
の
予
定
で
す
。

▼ 

問
合
先
　
環
境
課

　
☎
役
場
内
線
１
４
１
・
１
０
６
番

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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町
税
や
保
険
料
な
ど
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
５
月
は
固
定
資
産
税（
第
１
期
）と
軽
自

動
車
税（
全
期
）の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
５
月
31
日（
火
）で
す
。

※
昨
年
度
か
ら
町
県
民
税
お
よ
び
固
定
資

産
税
の
納
期
が
従
来
の
3
期
か
ら
4
期

に
、
ま
た
納
め
て
い
た
だ
く
納
期
月
も
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

★
町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

　
町
税
や
保
険
料
な
ど
の
納
付
は
、
み
な

さ
ん
自
身
が
自
主
的
に
納
期
限
ま
で
に
納

付
す
る「
自
主
納
付
」が
基
本
で
す
。
納
付

に
は
、
納
付
書
に
よ
り
納
付
場
所（
納
付

書
に
記
載
）で
納
め
る
方
法
と
、
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
が
あ
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
た
町
税
や
保
険
料
な
ど
に

は
、
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
め
忘
れ

の
な
い
口
座
振
替
を
お
薦
め
し
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
の
都
合
や
家
庭
の
事
情
な
ど

で
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合

は
、
早
め
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

▼ 

申
込
方
法
　
申
込
書
、
通
帳
、
届
出
印

鑑
を
持
っ
て
、金
融
機
関
の
窓
口
へ（
手

続
き
完
了
ま
で
３
週
間
以
上
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
）

▼ 

振
替
日
　
各
納
期
限
月
の
月
末（
末
日

が
休
日
・
祝
祭
日
の
場
合
は
、
翌
営
業

日
）

▼
問
合
先
　
徴
収
課
　

　
☎
役
場
内
線
　
１
２
５
番

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の

出
張
徴
収
を
行
い
ま
す

　
固
定
資
産
税
と
軽
自
動
車
税
の
出
張
徴

収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

● 
新
町
地
区
　
５
月
26
日（
木
）　
午
前
９

時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　
新
町
第
一
公
民
館

● 

下
牧
地
区
　
５
月
26
日（
木
）　
午
後
１

時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

　
下
牧
文
化
会
館

● 

南
上
牧
地
区
　
５
月
27
日（
金
）　
午
前

９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　
南
上
牧
公
民
館

● 

松
里
園
地
区
　
５
月
27
日（
金
）　
午
後

１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

　
松
里
園
公
民
館

※ 

当
日
不
都
合
な
か
た
や
出
張
徴
収
該
当

地
区
以
外
の
か
た
は
、
徴
収
課
ま
た
は

片
岡
台
出
張
所
の
ほ
か
、
各
金
融
機
関

窓
口
ま
た
は
各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
ど
う
ぞ
。

★ 

金
融
機
関
　
南
都
、
り
そ
な
、
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
三
井
住
友
、
み
ず
ほ
、
近
畿
大

阪
、
第
三
銀
行
の
各
本
支
店
、
奈
良
中
央

信
用
金
庫
、
大
和
信
用
金
庫
、
奈
良
県
農

業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

★ 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
　
エ
ブ
リ
ワ

ン
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
、
く
ら
し
ハ
ウ
ス
、

コ
コ
ス
ト
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト

ア
、サ
ー
ク
ル
Ｋ
、サ
ン
ク
ス
、ス
パ
ー

北
海
道
、
ス
リ
ー
エ
イ
ト
、
ス
リ
ー
エ

フ
、
生
活
彩
家
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
、

セ
ー
ブ
オ
ン
、
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
、

タ
イ
エ
ー
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
ハ

セ
ガ
ワ
ス
ト
ア
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

ポ
プ
ラ
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
ヤ
マ
ザ
キ

ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、

ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
、
ロ
ー

ソ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
ス
ト
ア
１
０
０

▼
納
期
限
　
５
月
31
日（
火
）

▼
問
合
先
　
徴
収
課
　

　
☎
役
場
内
線
１
２
５
番

本
年
4
月
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
加
入
の
か
た
も

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診

費
用
の
助
成
を
開
始
し
ま
し
た

▼ 
受
診
期
間
　
本
年
度
中（
平
成
28
年
４

月
〜
平
成
29
年
３
月
末
）

▼ 

申
請
期
間
　
特
定
健
康
診
査
受
診
券
が

届
い
た
時
点（
５
月
中
旬
）か
ら
翌
年
３

月
末
ま
で

▼ 

対
象
者
　
国
民
健
康
保
険（
40
歳
以

上
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

で
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
か
た

◎ 

受
診
日
現
在
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す

る
こ
と

◎ 

申
請
日
現
在
、
納
期
到
来
分
の
保
険
税

を
完
納
し
て
い
る
世
帯
主
と
そ
の
世
帯

に
属
し
て
い
る
か
た

◎ 

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な
い
か

た
ま
た
は
、
受
診
予
定
の
な
い
か
た

（ 

脳
ド
ッ
ク
の
み
を
受
診
さ
れ
る
場
合

は
、
特
定
健
康
診
査
は
受
診
可
能
で

す
）

◎ 

人
間
ド
ッ
ク
結
果
を
特
定
健
康
診
査
、

特
定
保
健
指
導
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
同
意
し
て
い
た
だ
け
る
か
た

▼ 

助
成
額
　
受
診
費
用
の
２
分
の
１（
上

限
額
は
２
０
，
０
０
０
円
）

※ 

本
年
度
内
に
お
い
て
、
人
間
ド
ッ
ク
ま

た
は
、
脳
ド
ッ
ク
の
ど
ち
ら
か
の
助
成

と
な
り
１
回
限
り
と
し
、
受
診
前
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

持
参
品
　
保
険
証
、
印
鑑
、
特
定
健
康

診
査
受
診
券

※ 

す
で
に
４
月
に
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
て

い
る
か
た
は
、右
記
の
持
参
品
に
加
え
、

結
果
通
知
、
領
収
書
、
口
座
が
わ
か
る

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
場
所
　
保
険
年
金
課

▼
問
合
先
　
保
険
年
金
課
　

　
☎
役
場
内
線
１
２
２
番
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た
は
、特
定
健
康
診
査
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

☆ 

脳
ド
ッ
ク
の
助
成
と
特
定
健
康
診
査
は

受
診
可
能
で
す
。

▼
問
合
先
　
保
険
年
金
課
　

　
役
場
内
線
１
２
２
番

児
童
福
祉
週
間

（
５
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
）

　
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」か
ら
、一

週
間
は
「
児
童
福
祉
週
間
」で
す
。

　
少
子
化
や
核
家
族
化
の
進
行
に
伴
う
育

児
不
安
や
子
育
て
の
孤
立
化
に
加
え
て
、

児
童
虐
待
の
増
加
、
子
ど
も
が
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
や
家
庭
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
が
家
庭
や
地
域
で
心
豊
か

に
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
、
極
め
て

重
要
な
国
民
的
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
の

下
に
、
児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及
に
努
め

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
企
業

や
地
域
社
会
と
連
携
し
、
仕
事
と
生
活
の

調
和
の
実
現
も
含
め
、
社
会
全
体
に
よ
る

子
育
て
家
庭
の
支
援
に
つ
い
て
、
新
聞
・

マ
ス
コ
ミ
・
民
間
団
体
・
企
業
な
ど
の
一

層
の
協
力
を
得
て
、
広
報
啓
発
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先
　
福
祉
課
　

　
☎
役
場
内
線
１
４
６
番

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
く
進
行

し
ま
す
。
予
防
す
る
に
は
、
健
診
に
よ
る

健
康
管
理
が
決
め
手
で
す
。
年
に
１
回
は

健
診
を
受
け
て
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る

機
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼ 

受
診
期
間
　
受
診
券
が
届
い
た
時（
５

月
中
旬
）か
ら
翌
年
１
月
末
ま
で

※
受
診
券
は
個
別
に
郵
送
し
ま
す
。

▼ 

対
象
者
　
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民

健
康
被
保
険
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者

▼
費
　
用
　
５
０
０
円

▼ 

内
　
容
　
問
診
、身
体
計
測
、Ｂ
Ｍ
Ｉ

（
肥
満
度
）、腹
囲（
40
〜
74
歳
の
か
た
）、

検
尿（
糖
・
蛋
白
）、血
圧
、血
液
検
査（
脂

質
・
血
糖
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・
貧
血
）、

心
電
図
、医
師
に
よ
る
内
科
診
察

▼
受
診
方
法
　

★ 

個
別
健
診
は
、
奈
良
県
登
録
医
療
機
関

で
受
診
で
き
ま
す
。

★ 

集
団
健
診（
７
月
・
10
月
・
11
月
）は
、
上

牧
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
０
０
０

年
会
館
）で
受
診
で
き
ま
す
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
か
ん
ま
き
７

　
月
号
・
９
月
号
・
10
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

☆
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
か

布
ぞ
う
り
作
り
講
習
会

　
素
足
で
履
け
健
康
に
よ
い「
布
ぞ
う
り
」

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
以
前
に
参
加
さ
れ
た

か
た
も
み
ん
な
で
楽
し
く
作
り
ま
し
ょ

う
。
指
導
は
す
こ
や
か
サ
ポ
ー
タ
ー
が
行

い
ま
す
。

▼ 

と
　
き
　
５
月
19
日（
木
）・
20
日（
金
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

※
２
日
と
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

と
こ
ろ
　
２
０
０
０
年
会
館
　
保
健
指

導
室

▼
参
加
費
　
１
０
０
円

▼
定
　
員
　
20
名

▼ 

持
ち
物
　
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
シ
ー
ツ
な
ど
の

古
着
、
ボ
ン
ド
、
は
さ
み
、
30
㎝
の
も

の
さ
し

▼ 

申
込
方
法
　
５
月
６
日（
金
）午
前
８
時

30
分
か
ら
電
話
も
し
く
は
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
79
―
２
０
２
０

町
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

▼
と
　
き
　
５
月
29
日（
日
）雨
天
中
止

　
選
手
集
合
　
午
前
８
時

　
開
会
式
　
８
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼ 

対
象
者
　
高
校
生
以
上
の
男
女
で
町
内

在
住
お
よ
び
在
勤
の
か
た
と
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
登
録
チ
ー
ム

▼ 

参
加
資
格
　
参
加
チ
ー
ム
は
、
監
督
・

コ
ー
チ
・
選
手
合
わ
せ
て
20
名
以
内
と

す
る
。
女
子
の
部
は
、
１
チ
ー
ム
以
下

の
参
加
の
場
合
、
中
止
と
し
ま
す
。

▼ 

受
付
期
間
　
５
月
15
日（
日
）ま
で

▼ 

問
合
先
　
社
会
教
育
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係（
第
１
町
民
体
育
館
内
・
月
曜
休

館
日
）　
☎
78
―
０
１
１
８

文
化
協
会
作
品
発
表
会

　
上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
役
場
で
作
品
の
発
表

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

中
央
公
民
館
　
５
月
７
日（
土
）か
ら
６

月
10
日（
金
）ま
で

・ 

書
道
ク
ラ
ブ
遊
墨
会（
展
示
ギ
ャ
ラ

リ
ー
）

・ 

ま
き
の
は
陶
芸
ク
ラ
ブ
火
曜
日（
陳
列

ケ
ー
ス
）

▼ 

役
場
　
５
月
９
日（
月
）か
ら
７
月
１
日

（
金
）ま
で

・
上
牧
写
真
ク
ラ
ブ

　
各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
中
央
公
民
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
中
央
公
民
館
　

　
☎
76
―
３
６
１
０



12広報かんまき　平成 28（2016）年 5月号

Ｊ
Ｒ
畠
田
駅
上
屋
延
長
工
事
が

完
了
し
ま
し
た

　「
鉄
道
交
通
の
安
全
」へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、Ｊ
Ｒ
畠
田
駅
は
、ホ
ー
ム
の
屋
根
が

駅
舎
付
近
の
み
で
、通
勤
通
学
時
間
帯
の

標
準
編
成
車
輌「
６
輌
」に
対
し「
２
輌
分
」

し
か
な
く
、降
雨
時
の
混
雑
時
な
ど
危
険

な
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。こ
の
状
態

を
早
期
に
解
決
す
る
た
め
に
、Ｊ
Ｒ
と
協

議
を
重
ね
た
結
果
、２
輌
分
の
屋
根
の
延

長
工
事
を
昨
年
12
月
か
ら
着
手
し
、こ
の

度
、３
月
末
を
も
っ
て
工
事
が
完
了
し
ま

し
た
。今
後
は
、住
民
を
は
じ
め
と
し
た
利

用
者
の
安
全
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴
う

教
示
等
の
変
更
に
つ
い
て

▼
背
　
景
　

　
本
年
４
月
１
日
か
ら
、
全
部
改
正
さ
れ

た
行
政
不
服
審
査
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
改
正
前
の
行
政
不
服
審
査
法
に
お
い

て
は
、
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
て
手
段

と
し
て
、「
異
議
申
立
て
」と「
審
査
請
求
」

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
不
服
申
立
て
が
可

能
な
期
間
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を

知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60
日
以

内
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
回
の
法
の
全
部
改
正
に
よ
り
、「
異
議
申

立
て
」は
廃
止
さ
れ「
審
査
請
求
」に
統
一

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、ま
た
、不
服
申
立
て

が
可
能
な
期
間
も
、従
来
の「
60
日
以
内
」

か
ら「
３
か
月
以
内
」に
延
長
さ
れ
ま
し

た
。

▼
行
政
不
服
審
査
法
の
そ
の
他
の
改
正
点

①
審
理
員
制
度
の
導
入

　
改
正
前
の
行
政
不
服
審
査
制
度
に
お
い

て
は
、
原
処
分
に
関
与
し
た
者
が
審
理
手

続
を
行
う
可
能
性
が
あ
り
、
審
理
手
続
の

公
正
性
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
、
改
正
後

は
、
審
理
対
象
の
処
分
に
関
与
し
な
い
者

で
あ
る
「
審
理
員
」
が
新
た
に
審
理
手
続

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
第
三
者
機
関
の
設
置

　
改
正
後
の
行
政
不
服
審
査
制
度
に
お
い

て
は
、審
理
員
は
審
理
手
続
を
行
っ
た
後
、

審
査
庁
に
審
理
員
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
原
則
と
し
て
第

三
者
機
関
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
町
に

お
い
て
も
第
三
者
機
関
と
し
て
、「
行
政

不
服
審
査
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。

　
昭
和
23
年
に
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設

け
ら
れ
、
翌
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
な
か
に
あ
っ
て
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人

権
擁
護
委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
の
啓
発
活
動
重
点
目

標
を

　
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

〜
　
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
　
　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う

　
　
　
　
　
　
違
い
を
認
め
合
う
心
　
〜

と
定
め
、
21
世
紀
が「
人
権
の
世
紀
」で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
全
て
の

人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
相
互
に
共
存

し
得
る
平
和
で
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向

け
た
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

　
こ
の
日
を
記
念
し
て
、６
月
１
日
を「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」と
定
め
、
よ
り
多
く

の
方
に
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼ 

と
　
き
　
６
月
１
日（
水
）午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
２
０
０
０
年
会
館

▼
担
　
当
　
人
権
擁
護
委
員

▼
内
　
容
　
人
権
問
題
全
般

▼
問
合
先
　
福
祉
課
　

　
☎
役
場
内
線
１
１
８
番

本
年
4
月
か
ら
難
聴
児
補
聴
器

購
入
費
助
成
制
度
を
開
始
し
ま
し
た

　
上
牧
町
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
ま
た
は
中
度
等

の
難
聴
児
に
対
し
、健
全
な
言
語
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
習
得
な
ど
の
発
達

を
支
援
す
る
た
め
、
補
聴
器
の
購
入
に
要

【改正前】 【改正後】
④諮問・答申

（例）行政不服審査会
（例）知事・市町村長

※地方公共団体；共同
　設置、他団体への委
　託、事件毎に第三者
　機関設置が可能

⑤裁決
③裁決 　　　③裁決の案

審理を行う者に
ついて規定なし

②審理
（原処分に関与していない者）

①主張・証拠
　提出

①主張・証拠提出
※審査請求人は関係
　書類の閲覧・謄写
　可能

※審査請求人
　は関係書類
　の閲覧可能

（国民） 処分庁
（例）出先機関の長

（国民）

審理員

②審理

審理・裁決の公正性の向上

（例）知事・市町村長

審査庁
審査庁

第三者機関

審査請求人
審査請求人

（例）出先機関の長
処分庁
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顕
彰
の
申
請
日
を
基
準
に
過
去
10
年
以
上

の
間
、
継
続
し
て
無
事
故
無
違
反
で
あ
っ

て
、
か
つ
運
転
免
許
の
効
力
の
停
止
処
分

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。
運
転
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
こ
と
。

☆
緑
十
字
銅
賞

　
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰
を
受
け
て
い

る
こ
と
。
10
年
以
上
無
事
故
、
５
年
以
上

無
違
反
・
免
許
停
止
処
分
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
。
罰
金
以
上
の
刑
事
罰
を
受
け
た

か
た
は
５
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
こ

と
。
運
転
経
験
年
数
が
10
年
以
上
あ
る
こ

と
。

☆
近
畿
交
通
栄
誉
賞

　
緑
十
字
銅
賞
を
受
け
て
５
年
以
上
経
過

し
て
い
る
こ
と
。
20
年
以
上
無
事
故
、
10

年
以
上
無
違
反
・
免
許
停
止
処
分
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
。
罰
金
以
上
の
刑
事
罰
を

受
け
た
か
た
は
10
年
以
上
を
経
過
し
て
い

る
こ
と
。
運
転
経
験
年
数
が
20
年
以
上
あ

る
こ
と
。
過
去
３
年
以
内
に
近
畿
管
区
内

交
通
安
全
功
労
者
等
表
彰
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
こ
と
。

▼ 

受
付
期
間
　
５
月
９
日（
月
）か
ら
31
日

（
火
）ま
で
の
平
日
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
の
間（
土
、
日
、
祝
日
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
）

▼
問
合
先
　
西
和
警
察
署
　
☎
72
―
０
１

　
１
０
　
内
線
４
１
１
・
４
１
２
番

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼ 
助
成
対
象
者（
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

・ 

上
牧
町
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
未
満

の
か
た（
申
請
を
行
う
年
度
の
前
年
度

の
３
月
31
日
時
点
）

・ 

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以

上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
か
た

・ 

補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
、
言
語
の
習
得

な
ど
に
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と

医
師
に
判
断
さ
れ
た
か
た

・ 

町
民
税
の
所
得
割
の
課
税
額
が
46
万
円

未
満
の
世
帯
の
か
た

※ 

購
入
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
福
祉

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
福
祉
課
　

　
☎
役
場
内
線
１
４
３
番

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

　（
一
財
）奈
良
県
交
通
安
全
協
会
、（
一

財
）奈
良
県
交
通
安
全
協
会
西
和
支
部
協

会
、
西
和
警
察
署
で
は
、
秋
の
交
通
安
全

県
民
運
動
期
間
中
に
優
良
運
転
者
等
の
表

彰
を
行
い
ま
す
。

▼
表
彰
の
要
件

☆ 

ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
顕
彰（
特
別
優
良

運
転
者
顕
彰
）

　
上
級
顕
彰
受
賞
後
１
年
以
上
経
過
し
、

AED設置場所一覧
番号 設置施設名 担当部署 施設の所在地 機器の設置箇所 電話番号 貸出の可否

1 上牧町役場 総 務 課 上牧町大字上牧 3350 番地 1F 住民課受付付近 0745-76-1001 可※ 24時間対応

2 上牧町中央公民館 社 会 教 育 課 上牧町大字上牧 3241 番地 事 務 所 内 0745-76-3610 可※開館時対応

3 上牧町健康福祉センター 生き活き対策課 上牧町大字上牧 3245 番地 1 1F生き活き対策課
受 付 付 近 0745-79-2020 可※開館時対応

4 上牧町立第 1体育館 社 会 教 育 課 上牧町大字上牧 1750 番地 事 務 所 内 0745-78-0118 可※開館時対応

5 上牧小学校 教 育 総 務 課 上牧町大字上牧 1866 番地 職 員 室 0745-77-2200 可※開校時対応

6 上牧第二小学校 教 育 総 務 課 上牧町片岡台 3丁目 2番地 職 員 来 客 用 玄 関 0745-73-1484 可※開校時対応

7 上牧第三小学校 教 育 総 務 課 上牧町大字上牧 3100 番地 職 員 室 0745-79-2310 可※開校時対応

8 上牧中学校 教 育 総 務 課 上牧町大字上牧 3349 番地 職 員 室 0745-76-5479 可※開校時対応

9 上牧第二中学校 教 育 総 務 課 上牧町大字下牧 35番地 職 員 室 0745-72-3700 可※開校時対応

10 上牧幼稚園 教 育 総 務 課 上牧町桜ヶ丘 3丁目 34番地 職 員 来 客 用 玄 関 0745-32-0700 可※開校時対応

11 片岡台出張所 住 民 課 上牧町片岡台1丁目6番11号 事 務 所 内 0745-73-5501 可※開館時対応

12 上牧第二体育館 社 会 教 育 課 上牧町桜ケ丘3丁目12番 3号 事 務 所 内 0745-73-8896 可※開館時対応

13 上牧町立文化館 社 会 教 育 課 上牧町大字上牧 3892 番地 事 務 所 内 0745-76-4050 可※開館時対応

14 松里園公民館 社 会 教 育 課 上牧町松里園1丁目11番11号 事 務 所 受 付 付 近 0745-76-8550 可※開館時対応

15 上牧町立第１保育所 福 祉 課 上牧町大字上牧 4517 番地 事 務 所 受 付 付 近 0745-76-1000 可※開館時対応

16 上牧小学校学童保育所 福 祉 課 上牧町大字上牧 1876 番 1 保 育 室 内 0745-77-1550 可※開館時対応
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窓
口
に
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

応
募
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
保

険
年
金
課
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

　
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査

▼
問
合
先
　
保
険
年
金
課
　
国
保
係

　
☎
役
場
内
線
１
１
３
番

健
康
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ

教
室
開
催

　
音
楽
に
合
わ
せ
た
健
康
体
操
・
ス
ト

レ
ッ
チ
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

と
　
き
　
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

（
計
12
回
開
催
）

▼ 

と
こ
ろ
　
第
１
町
民
体
育
館
お
よ
び
文

化
セ
ン
タ
ー
内
小
ホ
ー
ル

▼ 

対
象
者
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

※ 

過
去
３
年
間
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
受
講

さ
れ
た
か
た
は
、
教
室
の
受
講
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
募
集
人
数
　
先
着
20
名

▼ 

申
込
方
法
　
５
月
10
日（
火
）か
ら
24
日

（
火
）ま
で
に
第
１
町
民
体
育
館
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。電
話
申
込
不
可
。

▼
参
加
費
　
無
料（
材
料
費
は
実
費
負
担
）

▼ 

問
合
先
　
社
会
教
育
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振

５
年
間

▼ 

申
請
書
な
ど
　
生
き
活
き
対
策
課
に
申

請
書
一
式
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
先
・
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課

　
☎
79
―
２
０
２
０

募
　
集

募
　
集

上
牧
町
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
募
集

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
必
要
な

事
項
を
協
議
す
る
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数
　
３
名
以
内

▼ 

応
募
資
格
　
上
牧
町
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
で
満
20
歳
以
上
か
つ
任
期
満

了
日
に
満
74
歳
以
下
の
か
た

▼ 

任
　
期
　
２
年（
本
年
６
月
１
日
か
ら

平
成
30
年
５
月
31
日
ま
で
）

▼ 

協
議
会
の
開
催
　
２
時
間
程
度
の
会
議

を
年
２
回
開
催
予
定

▼
報
　
酬
　
町
の
規
定
に
よ
り
支
給

▼ 
応
募
期
間
　
５
月
２
日（
月
）か
ら
５
月

20
日（
金
）ま
で

▼ 

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
と「
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ

と
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
８
０
０
字
以

内
の
小
論
文
を
添
え
て
、
保
険
年
金
課

本
年
４
月
か
ら
上
牧
町
一
般
不
妊
・

不
育
治
療
助
成
を
開
始
し
ま
し
た

　
上
牧
町
で
は
、
不
妊
・
不
育
に
悩
む
夫

婦
の
経
済
的
、
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
に
、
一
般
不
妊
治
療
ま
た
は
不

育
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
に
対
し
て
、

要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　

・
年
齢
制
限
な
し

・
夫
婦
の
合
計
所
得
金
額
が
７
３
０
万
円

  
未
満

・
戸
籍
法
上
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る

  

こ
と

・
上
牧
町
に
夫
婦
の
両
方
、
い
ず
れ
か
一

  

方
が
引
き
続
き
１
年
以
上
住
民
登
録
が

  

あ
る
こ
と
な
ど

▼ 

治
療
の
種
類
　
一
般
不
妊
治
療
・
不
育

治
療

▼ 

助
成
金
　
保
険
適
用
分
の
自
己
負
担

額
・
保
険
外
診
療
の
自
己
負
担
額

※ 

高
額
療
養
費
で
補
て
ん
さ
れ
た
費
用
は

除
く
。

　 

治
療
に
関
す
る
も
の
だ
け
と
し
て
、
入

院
費
用
食
費
な
ど
は
対
象
外

　
不
妊
治
療
は
７
万
円

　
不
育
治
療
は
10
万
円

▼
助
成
期
間
　
１
年
間
１
回
の
み
助
成

　 

治
療
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
か
ら

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
Ｎ
Ｅ
Ｔ

１
１
９
説
明
・
登
録
会
開
催

　
聴
覚
や
言
語
に
障
が
い
が
あ
る
か
た

を
対
象
に
通
常
の
１
１
９
通
報(

音
声
通

話)

に
代
わ
っ
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
説
明
・
登
録
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
６
月
４
日（
土
）

　
第
１
回
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時

　
第
２
回
　
午
後
２
時
か
ら
５
時

▼ 

と
こ
ろ
　
香
芝
消
防
署
　
３
階
大
会
議

室
▼ 

持
ち
物
　
携
帯
電
話
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン

※
登
録
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド（
暗
証
番
号
）

が
必
要
で
す
。
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
各

通
信
事
業
者
に
確
認
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
方
法
　
住
所
、名
前（
フ
リ
ガ
ナ
）、

性
別
、
生
年
月
日
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

希
望
回
名
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
、
５
月
28
日（
土
）ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
多
数
な
ど
で
、
参
加
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先
　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
警
防
部
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
４
―
26
―
０
１
１
５

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
４
４
―
46
―
９
１
７
５

　E

‐m
ail

　tsushin@
naraksk119.jp
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町
民
ひ
ろ
ば

特
集

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

MOSAIC PLAZA

興
係（
第
１
町
民
体
育
館
内
・
月
曜
休

館
日
）　
☎
78
―
０
１
１
８

劇
団
ペ
ガ
サ
ス
　
第
７
期
生
募
集

　
歌
、
ダ
ン
ス
、
芝
居
が
大
好
き
な
か
た
、

劇
団
ペ
ガ
サ
ス
で
輝
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

さ
あ
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
。
あ
な
た
の
出
番

で
す
。

▼
募
集
人
数
　
若
干
名

▼
募
集
期
間
　
随
時

▼ 

申
込
方
法
　
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
事
務
所

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
資
格
　
練
習
に
通
え
る
社
会
人
の

か
た

▼ 

練
習
日
　
第
３
日
曜
日
の
午
後
　
ペ
ガ

サ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
で「
歌
」「
ダ
ン

ス
」を
月
１
回
・
ベ
テ
ラ
ン
講
師
の
指

導（
貸
館
の
都
合
上
日
程
が
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼ 

問
合
先
　
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
事
務
所
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で（
月
曜

休
館
日
）　
78
―
９
９
０
０

ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
開
催

　
ダ
ン
ス
が
好
き
な
小
学
生
の
か
た
、
ダ

ン
ス
ス
ク
ー
ル
で
輝
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
レ
ッ
ス
ン
生
を
募
集
し

ま
す
。

奈良盆地は水害が起きやすい地形。
　　　　　だから総合治水対策が必要です。

5月 15日
　～21日は 総合治水推進週間総合治水推進週間

河道の整備などの 降った雨を一時的に貯留する

に
も
と
と

+治水対策 流域対策

総合治水対策とは、・・・。

または、大和川流域総合治水対策協議会(大和川河川事務所HP内)

「総合治水」についての資料請求・ご質問などは…上牧町まちづくり推進課

	

http://www.kkr.mlit.go.jp/yamato/guide/chisui/index.html

広告

広告の問い合わせは　上牧町役場政策調整課　☎ 0745･76･1001

▼ 

と
　
き
　
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

第
１
・
３
日
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
10

時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

▼
対
象
者
　
町
内
在
住
の
小
学
生

▼
定
　
員
　
先
着
20
名

▼ 

内
　
容
　
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
楽
し
い
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン

▼ 

持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ

ル
、
飲
料
水
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

▼ 

保
険
料
　
８
０
０
円（
自
己
負
担
）

▼ 
申
込
期
間
　
５
月
１
日（
日
）か
ら
20
日

（
金
）ま
で
に
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
事
務
所

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
、
郵

送
で
の
申
込
不
可
）

▼ 

問
合
先
　
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
事
務
所
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で（
月
曜

休
館
日
）　
☎
78
―
９
９
０
０

み
ん
な
集
ま
れ
！

里
風
総
合
型
ク
ラ
ブ
上
牧
へ

　
上
牧
町
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
。

町
内
在
住
、
近
隣
に
お
住
い
の
か
た
な
ど

を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
上
牧
町
民
第
２
体

育
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！

▼
教
室
名
・
対
象
者
　

☆
陸
上
教
室
　
小
・
中
学
生

☆
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
　
全
般

☆
健
康
体
操
教
室
　
高
校
生
以
上

☆ 

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室
　
幼
児
・

小
学
生

☆
ピ
ン
ポ
ン
教
室
　
全
般

☆ 

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
　
小
学
生
高
学
年

以
上

☆
ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
教
室
　
高
校
生
以
上

☆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
　
小
学
生
以
上

※ 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
開
催
を
見

合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
　
５
月
31
日（
火
）ま
で

▼
年
会
費
　

　
中
学
生
ま
で
　
　
　
　
５
，
０
０
０
円

　
高
校
生
以
上
　
　
　
　
６
，
０
０
０
円

　
シ
ニ
ア（
65
歳
以
上
）　
５
，
０
０
０
円

※
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
を
含
む
。

▼
参
加
費
　
教
室
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼ 

問
合
先
　
上
牧
町
民
第
２
体
育
館
　

里
風
総
合
型
ク
ラ
ブ
上
牧
　
☎
73
―

８
８
９
６（
月
曜
日
を
除
く
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
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　歯周病は、痛みがなく気づかないうちに進行する
ことが多いため、“沈黙の病気”と呼ばれています。
症状が進行すると歯ぐきから出血し、重症になれば
歯が抜けてしまうこともあります。また、歯周病は
歯が抜けるだけでなく、歯ぐきの炎症部位の毛細血
管から血液中に入り込み、炎症物質とともに血液の
流れに乗って臓器や血管壁にたどり着き全身の病気
を発症・悪化することがあります。関連のある病気
としては、糖尿病、肺炎・気管支炎、関節リウマチ、
認知症、動脈硬化、狭心症などがあげられます。
　また、妊娠中の歯周病は早産や低体重児出産のリ
スクとなることがあるといわれています。お腹の赤
ちゃんの乳歯を含む口腔・顔面の形成は妊娠初期に
始まります。お母さんの健康状態が赤ちゃんの歯・
口腔の健康に大きく影響します。妊娠中はつわりの
影響やホルモンの影響で口の中の環境が悪化し、む
し歯が発生しやすく歯周病が進行しやすい傾向にあ
ります。
　歯周病がもたらす影響は大きいですが、早期発
見・治療により進行を遅らせて歯の喪失を防ぎ、全
身の健康を守ることにつながります。町の歯周疾患
検診を受診して、きれいなお口と健康な体を維持し
ましょう。また、町の歯周疾患検診の対象でないか
たも、かかりつけの歯科医院をもち定期的に歯科検
診を受診するようにしましょう。
▶対　　象　 上牧町にお住まいの４０～７０歳のかた
　　　　　　 妊娠中のかた（年齢問わず、体調が落

ち着いているなるべく早い時期）
▶ 費　　用　無料（年度につき１回の受診）
▶ 期　　間　翌年３月末まで

▶ 実施場所　 上牧町・王寺町内の歯科医院（受診す
る歯科医院に「上牧町の歯周疾患検診
を受けたい」と伝え予約してください・
妊娠中のかたは妊娠週数もお伝えくだ
さい）

▶ 検診内容　 ①問診（自覚症状など）
　　　　　　② 口腔内診査（現在の歯や歯ぐきの状

態を確認）
　　　　　　③検診結果の説明
＜自分でできる歯周疾患予防＞
１．正しい歯みがき
　　① 歯ブラシの毛先を使い、強く力を入れすぎな

い
　　② みがく順番を決めて、歯 1本 1 本のすべて

の面をみがく
　　③１日１回以上はじっくりみがく
２．生活習慣の見直し
　　①規則正しい生活と十分な睡眠
　　　　 　生活リズムが乱れると、間食や夜食が増

えたり、歯みがきを忘れたりと口の中が汚
れやすくなります。

　　　　　質のよい眠りは免疫力を高めます。
　　②ストレスをためない
　　　　 　ストレスは免疫力だけでなく、唾液の分

泌量を低下させます。
　　③禁煙をする
　　　　 　たばこは免疫力を大きく低下させます。
　　④よくかんで食べる
　　　　 　よくかむことで分泌される「だ液」には、

歯や口の病気を防ぐ働きがあります。

無
料
の
歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
て
歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

平
成
19
年
4
月
2
日
〜
平
成
21
年
10
月
1
日
生
ま
れ

で
、
日
本
脳
炎
の
第
1
期
の
予
防
接
種
が
終
了
し
て

い
な
い
か
た
は
、
左
記
の
期
間
に
、
第
1
期（
3
回
）

の
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
定
期
接
種
と
し
て
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
生
後
90
か
月（
7
歳
半
）未
満

②
9
歳
〜
13
歳
の
誕
生
日
の
前
日

※
生
後
90
か
月（
7
歳
半
）〜
9
歳
の
誕
生
日
の
前
日

ま
で
の
接
種
は
任
意
接
種（
有
料
）に
な
り
ま
す

　
接
種
回
数
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
左
記
の
表
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
5
月
30
日
か
ら
平
成
22
年
3
月
31
日
ま

で
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
た
た
め
、
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課
　
☎
79
ー
２
０
２
０

日
本
脳
炎
　
定
期
予
防
接
種
　

日本脳炎第1期（3回）の残り接種回数
既に接種
した回数

残り
回数

接種の方法

0回 3回

6 日以上の間隔をおい
て（28日までの間隔が
望ましい）2 回接種し、
6 か月以上の間隔をお
いて（概ね 1 年後が望
ましい）3回目の接種を
受けてください。

1回 2回

2 回目と 3 回目は 6 日
以上間隔をおいて接種
を受け、3回目と第 2
期（4回目）は 6 日以上
間隔をおいて接種を受
けてください。

2回 1回 3 回目の接種を受けて
ください。

接種間隔について不明な点は生き活
き対策課に問い合わせ、もしくは接種
医療機関の医師と相談してください。

元気 講座

　
第
1
期（
3
回
）ま
で
終
了
し
て
い
る
か
た
は
第
２

期
を
9
歳
〜
13
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
に
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。



広報かんまき　平成 28（2016）年 5月号19

町
民
ひ
ろ
ば

特
集

MOSAIC PLAZA

図
書
館
通
信

元
気
ガ
イ
ド

元
気
講
座

元気 ガイド

★乳児相談
と　き： ５月１０日（火）
　　　　午後１時３０分から３時まで
対象者： １歳になるまでの乳児と

保護者
内　容： 計測、相談（育児・発達・

離乳食など）。午後２時
から２時１５分は交流会
を行います。（ふれあい
遊び、保護者の交流）。
交流会の時間は、計測を
一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：５月２７日（金）
　　　　午前９時から１１時３０分まで
対象者： １歳から就学前までの幼

児と保護者
内　容： 計測、相談（食事・子育

てなど）。
持参品：母子健康手帳

★成人健康相談【要予約】
と　き：５月２７日（金）
　　　　 午前９時から１１時３０

分まで、午後１時３０分
～４時まで

糖尿病・高血圧・高脂血症・禁煙・
生活習慣を改善したいかたなど、
何でもお気軽にご相談ください。

★認知症相談
と　き：５月２５日（水）
　　　　午後１時３０分～３時３０分
申込み： 電話か窓口へお申込みく

ださい。当日でも相談で
きますが、お待ちいただ
くかもしれません。ご了
承ください。

相　談
★ささゆりルーム相談日
乳幼児・成人健康相談
と　き：５月１０日（火）
　　　　午前１０時～１１時３０分まで
　　　　５月２７日（金）
　　　　午後１時３０分～３時まで
内　容： （乳幼児）計測・育児や発

達についてなど
　　　　 （成人）糖尿病・高血圧・

高脂血症・禁煙・生活習
慣病を改善したいなど

場　所：アピタ１階　ささゆりルーム

対象者には個人通知します。

★乳児（３・１０か月児）健康診査
３か月児
と　き：５月１２日（木）
　　　　 午後１時から１時３０分

まで受付
対象者： 平成２８年１月１０日～

２月７日生まれ
１０ヵ月児
と　き：５月１２日（木）
　　　　時間は個人通知します
対象者： 平成２７年６月１５日～

７月１２日生まれ

★１歳８か月児健康診査
と　き：５月１８日（水）
　　　　午後１時～１時３０分まで受付
対象者： 平成２６年８月２４日～

１０月４日生まれ

健康診査

検　診
★ 婦人検診

（乳がん・子宮頸がん）集団
と　き：５月２０日（金）
受付時間：
・乳がん、子宮頸がん検診のどち
らかを受診のかた
午前９時から９時３０分までと午
前１０時３０分から１１時までの
どちらか
・乳がん、子宮頸がん検診の両方
を受診のかた
午前９時３０分から１０時３０分
まで
対象者：
（乳がん）４０歳以上（１９７６年１２
月３１日以前の生まれ）で誕生年が西
暦偶数年生まれのかた
（子宮頸がん）２０歳以上（１９９６年
１２月３１日以前の生まれ）で誕生年
が西暦偶数年生まれのかた
検査方法： 乳がん（視触診・マン

モグラフィ）
　　　　　 子宮頸がん（頸部細胞

診・内診）
定　員：先着順【要予約】
　　　　乳がん　　５０名
　　　　子宮頸がん　８０名
費　用：1,000 円（７５歳以上は
　　　　500 円）
生活保護世帯のかたは無料です。
事前に生き活き対策課で申請を
行ってください。
申し込み方法：５月９日（月）午前
８時３０分から電話か生き活き対
策課窓口でお申し込みください。
※ 申し込み開始日で定員に達する
こともございます。
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電力自由化をめぐるトラブル
が増えています。ご注意を！
　４月より、家庭でも電気の購入先を自由に選べる、電力小売全面自
由化が始まりました。それにともなってトラブルや相談も増えていま
す。注意しましょう。 ・ 電力会社の提携業者を名乗る人が自宅を訪れ、家族構成や年齢を聞か

れたうえ、電気料金の明細書を見せるように言われた。
・ 電力会社の代理店を名乗る人から、電力自由化に関する提案があると
電話があった。不審に思ったので、後で電力会社に問い合わせたところ、
代理店ではないことがわかった。
・ 契約すれば電気料金が安くなると言われ、太陽光パネル ( ソーラーシ
ステム）、電気温水器、蓄電池などの設備を勧められた。
・ スマートメーターの設置費用を免除する(または割引する)と言われた。
・ 販売員が自宅を訪れ、断っているのに長時間しつこく勧誘された。

事例

☆不審だと感じたときは、個人情報の提供、電気料金明細書や検針票を見せることは避けましょう。
☆ 業者名や担当者、連絡先などを必ず確認し、その小売電気事業者が登録されているかどうか確認しましょう。
　 代理・媒介・取り次ぎ業者の場合、本当にそうであるか小売電気事業者に確認しましょう。
　資源エネルギー庁ホームページ「登録小売電気事業者一覧」をご覧ください。
☆ 十分に説明を受けるとともに、書面で供給内容を確認しましょう。（事業者には供給条件の書面による説明
義務が課されています）
　・料金メニューの内容　　・契約期間
　・割引期間がある場合、その期間や割引の具体的な内容・条件 (電力以外のものとのセットなど）
　・解約に条件がある場合にはその内容 (違約金など）
☆ 特に「電気料金が安くなる」という場合には、ご家庭の使用量に照らした比較になっているかよく確認しま
しょう。
　 日中・夜間・週末・休日の暮らし方や家族構成などにより、電気の使用状況はさまざまです。ご家庭の使用
実態を踏まえたうえでの料金提示か、よく確認しましょう。
☆「解約に関する条件」は忘れずに確認しましょう。
　契約期間、途中で解約する場合の違約金などを確認しましょう。
☆本当に必要な契約かどうかよく考えましょう
　 直接関係のない太陽光発電システムや電気温水器、蓄電池、プロパンガスなどの契約は、本当に必要かどう
かよく考えましょう。
☆電力小売全面自由化では、新たな機器を購入する必要はありません。
　スマートメーターは、事業者が電気の使用量を把握するために設置するもので、基本的に費用は発生しません。

※訪問販売・電話勧誘販売で、電力の新料金や機器の申込みをした場合、８日以内(法定書面を受け取った日から
起算)であればクーリング・オフができます。

電力小売自由化について知りたいときは
経済産業省　専用ナビダイヤル　０５７０－０２８－５５５（平日午前９時～午後６時）
消費生活相談には「消費者ホットライン『１８８』(全国統一番号・局番なし）」もご利用ください
平日 9：00～ 16：30　土・日・祝日 10：00～ 16：30

　「１８８」へ電話をすると、音声アナウンスが流れ、アナウンスに従って操作をすると、身近な消費生活相談窓口
等が案内されます。町の相談窓口が開所していない場合には、開所している県の相談窓口や国民生活センター等
が案内されます。年末年始を除いて原則毎日ご利用いただけます。



図書館通信
新刊
紹介

L i b r a r y  c o mm u n i c a t i o n

おしょりん　●藤岡陽子著／ポプラ社

ファッションとして楽しむ人もいる眼鏡ですが、百年
前にはそれほど身近なものではありませんでした。
明治時代の福井県を舞台に現在のフレーム生産量
日本一という眼鏡産業の基礎を築いた増永一族を
描いた小説です。

●島薗進著／ＮＨＫ出版
いのちをつくってもいいですか？

バイオテクノロジーの発展は、難病の治療を可能にする
反面、生命倫理という新たな問題ももたらしました。人
類の民族文化や信仰心にも関わってくるため簡単に結
論は出せませんが、さまざまな考察をまとめた本です。

●ゲイリー・ヘイデン著／創元社
おもしろパラドックス

本書を読んでいると「なるほど」と感心するより、わから
ないところがわからない、状態になるかもしれません。
簡単な頭の体操に物足りなさを感じる方は、本書に掲載
されている古今東西の難問を考えてみてください。

●水野龍哉著／ＣＣＣメディアハウス
移民の詩

国際化が進む中、多文化の共生はどのように行われる
べきなのでしょうか。町民の10人に１人が日系を中心と
したブラジル人という群馬県大泉町を丹念に取材し、共
生に向けた地道な歩みを追ったノンフィクションです。

5月のお話会ピーターパン 図書館カレンダー

お知らせ

●3日(火)・17日(火)
●14日(土)・28日(土)

●図書館は６月に蔵書点検を予定しています。
５月24日(火)より、
１人 　本・雑誌　10冊まで、ビデオ・ＣＤ　１点で、
４週間貸出しを行います。

午前10時30分から
午後２時から

休館日のお知らせ

上牧町ホームページ・図書館ページ
から蔵書検索ができます。

※本、ＡＶ資料は期限内に返却しましょう。

〈 図書館の開館時間 〉 午前９時から午後５時まで 78-9903

※毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
　毎月末日（休館日にあたる時はその翌日も休館）
　年末、年始（12/27～１/5）

2
（月）

9
（月）

16
（月）

23
（月）

30
（月）

31
（火）

5月

　広報かんまきが２０年ぶりにリ

ニューアルしました。

全面カラーとなり、文字も少し大

きくなり、見やすく、読みやすく

なったでしょうか？

少しずつではありますが、より多

くのかたがたに手に取って読ん

でいただけるように試行錯誤中

ですので、今後の広報かんまき

もどうぞよろしくお願いします。

　そして、リニューアルを機に編

集後記を１１年ぶりに再開。広報

担当者Ⓜの何気ないつぶやきに

もご期待くださいね。

編集後記

また、ご自宅に返却期限の過ぎている図書館の本などがありましたら、早急に返却をお願いします。

M のつぶやき
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■広報「かんまき」の広告／広報「かんまき」の紙面に町の財源確保の一環
として申し込み順に有料広告を掲載しています。これらについては町が広
告主の利用を特別に推奨したり、その内容を保証するものではありません
ので、ご利用にあたってはご自身の判断でお願いします。掲載ご希望のかた
は、広告案を持参し、毎月５日までに政策調整課へお申し込みください。

法律相談

上牧町主催（偶数月に開催）
●担　当／弁護士
●と　き／2・4・6・8・10・12月の第１水曜日 午後１時30分～４時30分
●ところ／2000年会館
●定　員／申込順６名（予約制・随時予約）
●内　容／各種法律問題全般
●申込・問合先／政策調整課　 役場内線261番
中南和法律相談センター（奇数月に開催）
●担　当／弁護士
●と　き／1・3・5・7・9・11月の第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●定　員／申込順６名（相談日１週間前より予約受付）
●内　容／各種法律問題全般
●申込・問合先／奈良弁護士会　 0742-22-2035

人権相談
●担　当／人権擁護委員
●と　き／毎月第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●内　容／人権問題全般
●問合先／福祉課　  役場内線145番

行政相談
●担　当／行政相談委員
●と　き／毎月第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●内　容／役所の仕事について全般
●問合先／政策調整課　  役場内線261番

納税相談
●担　当／徴税吏員
●と　き／毎月第２水曜日 午後1時～3時30分
●ところ／役場１階　徴収課
●定　員／申込順５名（相談日１週間前より予約受付）
●内　容／町税と介護保険料、後期医療保険料について
●申込・問合先／徴収課　  役場内線125番

生活自立相談
●担　当／奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター
●と　き／毎月第２木曜日 午後１時30分～４時30分(３月まで）
●ところ／役場１階相談室
●内　容／生活に困っている、仕事が見つからない、
 経済的にお困りのかたへの相談・支援
●問合先／奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター　0120-85-1225

消費生活相談
●担　当／消費生活相談員
●と　き／毎週火曜日 午後１時～５時
 毎週木曜日 午前９時～午後１時
 （上記共、祝日は除く）
●ところ／上牧町役場１階相談室
●と　き／毎週月曜日 午後１時～５時
 毎週水曜日 午前９時～午後１時
 （上記共、祝日は除く）
●ところ／河合町役場２階相談室
 （河合町での相談もできます）
●内　容／消費生活問題全般・多重債務問題
●問合先／政策調整課　  役場内線261番
土・日・祝日に利用できる消費生活相談窓口
消費者ホットライン　
相談受付時間　午前10時～午後4時　188(局番なし）
公益社団法人　全国消費生活相談員協会　
東京　土・日　午前10時～12時　午後1時～4時
　　　　　　 03-5614-0189
大阪　日曜日 午前10時～12時　午後1時～4時
　　　　　　 06-6203-7650
公益社団法人　日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会
東京  　日曜日　午前11時～午後4時　03-6450-6631
関西分室  土曜日　午前10時～午後4時　06-4790-8110

教育相談
●担　当／学校指導主事
●と　き／毎週火曜日 午後１時30分～４時
●相　談／電話による相談 役場内線119番
●内　容／教育問題全般
●問合先／教育総務課　  役場内線119番

スクールカウンセラー教育相談
●担　当／スクールカウンセラー
●内　容／教育問題全般
●ところ／①上牧中学校
●と　き／5月10日（火）・31日（火）
 午前11時30分～午後５時30分
●申込先／上牧中学校　 76-5479

●ところ／②上牧第二中学校
●と　き／5月2日（月）・17日（火）
 午前11時30分～午後５時30分
●申込先／上牧第二中学校　 72-3700
●問合先／教育総務課　  役場内線119番

No.530

発
行

上
牧
町
役
場 

政
策
調
整
課

各種相談のご案内

町の木

世帯数
男　性
女　性

9,812
10,913
12,048

（+22）
（－11）
（－  5）

合　計 22,961（－16）

まき 町の花 ゆり

町の動き
平成28年3月末日現在

地域密着型で効率的な広告

月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまき
上牧町役場政策調整課　　0745-76-1001
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お店の広告は広報紙で

見本

上牧町は非核・平和都市宣言の町です
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